
大学等との連携に係る事業一覧（令和６年度予定）

参考

1 長崎市
長崎純心大学院生の
心理実践実習の協力

「心理実践実習」は、公認心理師資格取得のための必須科目であり、心
理に関する知識・技能などを実践的に修得することを目的とし、１歳６か
月児健康診査及び３歳児健康診査における心理相談の実習をとおし
て、実践力の高い人材を養成する。

〇

2 長崎市 - 市立保育所、認定こども園における保育実習生の受け入れを行う。 〇 〇 〇 〇

3 長崎市
放課後子ども教室推
進事業

市内の小学校において、放課後または週末等に学校施設等を活用し、
地域と学校が連携・協力して、学習や様々な体験・交流活動の機会を提
供することにより、すべての子どもたちの安全・安心な活動場所を設け
る。
学生スタッフによる子どもの見守り活動または子どもへの学習支援等の
実施

〇

4 長崎市 長崎市寺子屋事業

小学校低学年からの学習習慣・基礎学力の定着をめざし、大学生や地
域人材を活用し、放課後等を活用した学習支援を行う。
・蓄積型体験学習実習生を活用した学習支援の実施
・児童支援ボランティア活動を活用した学習支援の実施

〇 〇 〇 〇 〇

5 長崎市
小中9年間を通した英
語教育研修会

長崎大学と連携し、小中学校教員を対象に小中9年間を通した英語教育
の充実を図る研修会。文部科学省や他大学から講師を招き、専門的知
見から今日的話題や教授法を学ぶ。

〇
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こども部
　こどもみらい課

教育委員会
　学校教育部
　　学校教育課

中央総合事務所
　地域福祉課

こども部
　幼児課
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6 長崎市

長崎大学教育学部及
び大学院教育学研究
科並びに長崎市教育
委員会連携推進協議
会

長崎市教育委員会と長崎大学教育学部及び大学院教育学研究科が協
定を締結し、長崎市立学校に勤務する教職員の資質能力の向上及び教
員養成教育等の充実を図る。
　・大学、長崎県、長崎市の３者による連携推進協議会の実施
　・市職員が客員教授として、大学の講義の受け持ち
　・蓄積型体験学習への協力

〇

7 長崎市

中央公民館講座
「こどもスマイルDAY」
（春）
「親子で楽しむきらめ
きクリスマス」（秋）

長崎純心大学人文学部こども教育保育学科の講師と保育実践研究会
「smile」の学生による歌劇や工作など親子で楽しめる講座を開催する。

〇

8 長崎市 北公民館講座

長崎大学経済学部の教授陣に公民館講座の講師を依頼して、日常の諸
問題を分かりやすく解説することによって、市民に広く生涯学習の場を提
供する。
平成３年度から継続事業である。

〇

9 長崎市
北公民館講座
「親子で作ろう！遊ぼ
う！楽しもう！」（秋）

長崎純心大学人文学部こども教育保育学科の准教授とゼミ生による講
座である。製作遊びやレクリエーション等を親子で楽しむ内容となってい
る。
平成31年度春からの継続講座である。

〇

10 長崎市
西公民館主催講座
「わくわく！どきどき！
科学の広場」

　「長崎大学教育開発推進機構　生涯教育センター」と連携し、未来の科
学者発掘プロジェクト「サイエンスカーラボ」の事業として、長崎大学教員
等が、公民館を訪問し、小学生が日ごろの授業では体験できない先端
科学等の実験や講義を実施し、科学に対する学習意欲の一層の喚起と
児童のスキルアップを図ることを目的とした講座を実施する。（令和3年
度は、夏休みに1回実施予定）

〇
教育委員会
　教育総務部
　　西公民館

教育委員会
　教育総務部
　　生涯学習企画課
　　（指定管理 北公
民館）

教育委員会
　学校教育部
　　学校教育課

教育委員会
　教育総務部
　　生涯学習企画課
　　（指定管理 中央
公民館）

教育委員会
　教育総務部
　　生涯学習企画課
　　（指定管理 北公
民館）
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11 長崎市

東公民館主催講座
（特別講座）
「にこセン　子育てフェ
スタ」

子育て中の親子が楽しみ、遊びながらふれあい学べる場として、また親
同士や子ども同士が交流する場として、平成26年度から「にこセン　子育
てフェスタ」を開催しており、「子ども用品おゆずり会」や「おもちゃの病
院」、「小物づくりのワークショップ」などのコーナーがある。
長崎純心大学人文学部こども教育保育学科の講師と保育実践研究会
「smile」の学生による「楽しい歌と劇」のコーナーは、平成26年度の第1回
目から続いており、大変人気のあるコーナーである。

〇

12 長崎市 不登校対策
教育学部の学生が、学びの支援センターの補助員として、通級生徒の
活動補助、学習支援などを行う。

〇 〇

13 長崎市 巡回相談
子どもの発達や特別支援教育について、大学関係者が学校に出向き、
子どもたちの支援について助言する。

〇

14 長崎市
特別支援教育に関す
る
研修会の実施

特別支援教育の夏季研修会において、特別支援教育の基礎基本や通
常学級におけるユニバーサルデザインの授業などについて大学関係者
から講演いただく。
特別支援教育担当者研修会において、大学関係者から専門性の高い研
修を受けたり、指導助言をいただく。

〇

15 長崎市 教育支援委員会
次年度、小学校に入学する年長児で、特別支援教育を必要とする子ども
の学びの場の審議を行う。

〇

教育委員会
　学校教育部
　教育研究所

教育委員会
　学校教育部
　教育研究所

教育委員会
　学校教育部
　教育研究所

教育委員会
　教育総務部
　　東公民館

教育委員会
　学校教育部
　教育研究所
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16 長崎市
東長崎エコタウン構想
の推進

東長崎エコタウン構想の理解促進や再生可能エネルギーの啓発を行う
とともに産学官民が連携して行うプロジェクトの推進を図る

〇

17 長崎市 -

コンベンションの誘致等に関する覚書（平成26年４月４日締結）に基づ
き、長崎大学と長崎市が有する資源や機能等の効果的な活用を図りな
がら、コンベンションの誘致と開催に関して相互に連携・協力することに
より、集客都市をめざすとともに、大学の教育研究の活性化、地域にお
ける知的基盤の強化、地域経済の活性化及び市民力の向上を図る。

〇

・（一社）長崎国際観光コ
ンベンション協会、
・（株）ながさきＭＩＣＥ、
・長崎MICE事業者ネット
ワーク

18 長崎市
普及啓発事業（長崎
学ネットワーク会議理
事会）

大学、博物館、郷土史研究団体をはじめとした、長崎学ネットワーク会議
各団体間の連携と協働を目的として、２か月に１回程度「長崎学ネット
ワーク会議理事会」を開催する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・長崎歴史文化博物館
・長崎県文化振興・世界
遺産課
・NPO法人長崎史談会
・NPO法人長崎近代化遺
産研究会
・長崎の風
・長崎游学の会
・長崎近世文書研究会
・長崎女性史研究会

19 長崎市
普及啓発事業（長崎
学ネットワーク会議公
開学習会）

長崎学ネットワーク会議の構成団体を基軸とした、公開学習会を開催す
る。公開学習会を通じて、各団体の日頃の研究成果の報告・還元を行
い、最新の研究について講師を招聘し、成果を共有する機会を設け、長
崎学の深化、振興及び後継者の育成につなげる。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・長崎歴史文化博物館
・長崎県文化振興・世界
遺産課
・長崎史談会
・長崎近代化遺産研究会
・NPO法人長崎の風
・NPO法人長崎游学の会
・長崎近世文書研究会
・長崎女性史研究会

環境部
　ゼロカーボンシティ
推進室

文化観光部
　観光交流推進室

文化観光部
　長崎学研究所

文化観光部
　長崎学研究所
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20 長崎市
後継者育成事業（長
崎学児童研究コン
クール）

長崎市内の小学生を対象とし、長崎市、各地域に関わる歴史・地理・伝
統・人物等の研究作品を募集し、入賞作品を表彰する。郷土に対する関
心を高め、郷土の歴史や文化を大切にする心情を養い、また、児童の郷
土研究を顕彰することで次世代の長崎学継承者を育てることを目的とす
る。

〇

21 長崎市 前立腺がん検診業務

中高年の男性に多い前立腺がんを早期発見することにより、早期治療を
図ること及びがん患者の生活の質の向上を図ることを目的とし、長崎市
の区域内に居住地を有する50歳以上の男性を対象に、長崎大学医学部
泌尿器科及び長崎市医師会の協力を得て実施する。

〇

22 長崎市

長崎大学大学院医歯
薬学総合研究科の公
衆衛生看護学実習へ
の協力

「公衆衛生看護学実習」は、保健師養成のための必須科目である。臨地
における地域診断や個・集団への支援を通じて、多様な健康課題に対
する保健師活動の実際を学ぶ。

〇

23 長崎市 留学生支援・連携
大学等のグローバル化に併せ、学生数の増にもつながる留学生の増加
を図るため、産学官が一体となって設立した「長崎留学生支援センター」
の活動を中心に、留学生の各種支援策に取り組む。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

長崎商工会議所、長崎経
済同友会、長崎県経営者
協会、長崎青年会議所、
長崎県国際交流協会、長
崎ユネスコ協会、長崎県
医師会、佐世保青年会議
所、長崎YMCA、松藤奨学
育成基金

文化観光部
　長崎学研究所

市民健康部
　健康づくり課

市民健康部
　地域保健課
中央総合事務所
　地域福祉課
北総合事務所
　地域福祉課
東総合事務所
　地域福祉課
南総合事務所
　地域福祉課

企画政策部
　国際課
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24 長崎市
平和祈念式典におけ
る海外来賓接伴

平和祈念式典には数多くの海外来賓が参列することから、長崎外国語
大学と協力し、英語での接遇を行う。

〇

25 長崎市
ながさき異文化
ちゃんぽんフェスタ

長崎市がもつ国際性や市民レベルで行っている国際交流などの活動を
市民に紹介するとともに、日本文化も併せて紹介し、また長崎に留学し
ている外国人などに外国文化の紹介をしてもらうことにより、市民や留学
生などがそれぞれに国際理解や国際交流を深める機会とする。

〇 〇 〇
長崎市に登録している国
際交流・協力団体

26 長崎市
長崎県立大学の
インターンシップ受入

長崎県立大学との連携により、同大学の学生をインターンシップ実習生
として本市に受け入れ、学生と社会の交流による就業体験の機会を提
供する。
このことにより、若年者の学習意欲の喚起、職業意識の向上、創造的人
材の養成、実学教育の展開を図るだけでなく、社会への理解の深まりを
支援し、地元就職の促進に繋げる。

〇

27 長崎市
実社会課題解決プロ
ジェクトへの参画

長崎大学情報データ科学部が実施する実社会課題解決プロジェクトに
参画し、学生と地域課題の解決に取り組む。

〇

28 長崎市
長崎かんぼこ王国
推進委員会

長崎地域内の水産練り製品製造業者や関係機関等が協働し、長崎の
水産練り製品のブランド化による販路拡大・消費拡大、次世代への食文
化の継承等に取り組む。

〇

企画政策部
　国際課

企画政策部
　国際課

総務部
　人事課

経済産業部
　新産業推進課
情報政策推進部
　DX推進課

経済産業部
　商業振興課
水産農林部
　水産振興課
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29 長崎市
長崎型スマート農業
導入検討業務

農作業の省力化・効率化を図ることで、農業者の所得向上につなげるた
め、長崎市の農業の実情に適したスマート農業技術の実証試験を行う。
今年度は、長崎県とも連携しながら、令和３年度に設置した機器の実証
試験を継続しつつ他の圃場での機器の導入検討も併せて行っていく。

〇

30 長崎市
大学生と連携した魚
食普及

学生の発想を活かした学生による魚食普及を推進するための取り組み
を行う。

〇

31 長崎市
ながさき
グリーンキャンペーン

「花と緑に関する理解と知識を深め、環境との共生・潤いのある社会の
創造と文化の向上」を図ることを目的として、「ながさきグリーンキャン
ペーン実行委員会」が実施する「ながさきグリーンキャンペーン」におい
て、”やってみゅーでスク”を通じて同キャンペーンの企画運営へ学生の
参画を依頼する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
やってみゅーでスクを通じ
て募集

32 長崎市
橋梁の効率的な維持
管理に関する研究

長崎市が管理する市道の橋梁について、安全・安心かつ効率的な維持
管理を行うため、定期点検の手法や橋梁補修後の健全度等について調
査研究を行う。

〇

33 長崎市
マダムバタフライフェ
スティバル

マダムバタフライフェスティバルの一環として、楽器の体験教室やコン
サートなど様々なプログラムを実施する「たのシックフェスティバル」にお
いて、大学生が企画するイベントスペースを設置（やってみゅーでスク協
力）するほか、ミニコンサートへの出演や体験教室の実施を依頼する。

〇 ながさきＵＴＡＯＴＯ委員会

土木部
　土木防災課

市民生活部
　文化振興課

水産農林部
　農林振興課

水産農林部
　水産振興課

土木部
　土木総務課
　（ながさきグリーン
キャンペーン実行委
員会事務局)
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34 長崎市
自主文化事業等（音
楽）

　「学生に音楽社会における各種現場を経験させることにより、専門教育
の効果を高めるとともに、現場の運営と職務を理解させ、学生の専門分
野に係る意識の高揚を図ること」を目的とする大学からのインターンシッ
プ受け入れ要請を受け、次世代の長崎の芸術文化を担う人材育成の一
環として、自主文化事業等の現場体験の場を提供する。

〇

35 長崎市 学生キャンペーン

「親元を初めて離れる学生」に対し、引っ越しに伴う異動届を正確に行う
よう啓発することは、若年層の住民に関する記録の適正な管理の一助
になるとともに、今後の適正な届出にも効果的であるため、市内及び周
辺に位置する７大学を中心に、「ポスター」の掲示と「チラシ」による啓発
を行っている。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

36 長崎市
游学都市・
ながさき推進費

長崎市長と長崎地域の７大学等の学長により、「游学のまち長崎」推進
協議会を設置し、長崎のまち全体が游学の地として個性と魅力を高め、
若者をはじめ多くの人々が交流するまちとなるための具体的な取組みを
進める。

・自主的な社会参加活動を通じて、学生の人間的成長と地域の活性化
を図るため、ボランティア参加を希望する学生（７大学）と地域でボラン
ティアの機会を提供する団体等（応援団）をつなぐボランティア支援シス
テム「游学のまちdeやってみゅーで “Ｕ－サポ”」の運営を長崎大学に委
託する。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

37 長崎市
長崎大学学生の臨床
実習
教育の協力

医学生の臨床実習教育の充実を目的とし、長崎市地域包括支援セン
ターにおける臨床実習を通して、地域包括ケアシステムについての理解
を深める。

〇

企画政策部
　都市経営室

福祉部
　高齢者すこやか支
援課
　地域包括ケアシス
テム推進室

市民生活部
　文化振興課

市民生活部
　住民情報課
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38 長崎市
住みよかプロジェクト
(市営住宅空き室の短
期的利活用実験)

学生による団地リノベーションプランの提案・実施及び学生が団地へ入
居することによる地域コミュニティ活性化の社会実験

〇

39 長崎市
青少年ピースボラン
ティア育成事業

15歳以上30歳未満の被爆地の青少年が被爆の実相や戦争について学
び、様々な視点から平和について考え、行動することにより、被爆体験
の継承と平和意識の高揚を図ることを目的として実施。募集に関して、
大学の協力のもと、事業の概要や募集に関しての説明を行う。

〇 〇 〇 〇 〇 〇
日本大学ほ
か

（公財）長崎平和推進協
会

40 長崎市
横尾地区都市i公園ス
トック再編事業計画策
定

横尾地区の9公園について、地域住民や小学校、中学校の生徒と一緒
に、今の時代に適した公園の再編計画を策定するためのワークショップ
を開催し、その計画をとりまとめるもの。

〇 （一社）長崎建築士会

41 長崎市

長崎大学学生の臨床
実習教育（救急車同
乗実習）の協力に関
する協定書

　医学部学生の臨床実習教育の一環として、救急車同上実習を経験し、
救急医療に関する理解を深める。

〇

42 長崎市

「ながさきBLUEエコノ
ミー」海の食糧生産を
持続させる養殖業産
業化共創拠点

長崎大学を中心に長崎の水産再生をめざす産学官金で組織されたコン
ソーシアムである「ながさきBLUEエコノミー」が国の共創の場形成支援プ
ログラム（本格型）の採択を受け、事業を実施するもの。
長崎市も構成員として、付加価値の高い養殖魚の飼育試験等を大学や
漁協と連携して実施する。

〇 〇 〇 高知大学
コンソーシアムには多数
の民間企業も参画してい
る。

消防局
　警防課

水産農林部
　水産振興課

建築部
　住宅政策室

原爆被爆対策部
　原爆資料館
　被爆継承課

中央総合事務所
　地域整備1課
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43 長崎市 調査研究事業
戦後長崎の景観史研究について、長崎大学大学院工学研究科システム
科学部門石橋知也准教授と共同研究を実施する。令和6年度中に土木
学会への論文投稿を行う予定。

〇

44 長崎市

被爆体験者精神影響
等調査研究事業に係
る合併症とがんの関
連性に関する調査研
究

被爆体験者精神医療受給者証所持者（受給者）の合併症とがんの関連
性を検証するため、匿名化したレセプトデータから把握できる受給者の
疾病情報を基に、性別・年齢別のがんの罹患率、合併症とがんの関連
性等の調査研究を行う。

〇

45 長崎市
長崎大学「防災工学」
講義

長崎大学工学部工学科社会環境デザイン工学コース３年生を対象とし
た「防災工学」のカリキュラムの一部を市職員が外部講師として講義を
実施する。

〇

46 長崎市
活水女子大学の
インターンシップ受入

活水大学との連携により、同大学の学生をインターンシップ実習生として
本市に受け入れ、地域創生について携わる機会を提供するとともに、若
者目線で地方創生を考えてもらうことで、「若い世代に選ばれる魅力的
なまち」の実現に繋げる。

〇

47 長崎市
デジタル化推進費（最
新のテクノロジーに触
れる場の創出）

デジタル技術に興味を持つ子どもたちに、最新のテクノロジー（VR・AR※
や３Dプリンタ、プログラミングなど）に触れられる場を提供することで、子
どもたちのニーズを充足し、学びの場としての魅力を実感してもらうとと
もに、若者のチャレンジ促進や情報通信関連産業の活性化に向けたIT
人材の育成を図ることにより、若者に選ばれる魅力的なまちをめざす。

〇

文化観光部
　長崎学研究所

原爆被爆対策部
　調査課

防災危機管理室

企画政策部
　長崎創生推進室

情報政策推進部
　DX推進課
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48 長崎市

長崎市版地域包括ケ
アシステム及び人生
会議（ACP）について
の講義

保健学科看護学専攻 2年次生 を対象に 在宅看護学Ⅰの中で、長崎市
版地域包括ケアシステムおよび人生会議（ACP）についての講義を行
い、幅広い世代への効果的な普及啓発のためのアイデアを検討する。

〇

49 長崎市

長崎市版地域包括ケ
アシステム及び人生
会議（ACP）について
の講義

こども教育保育学科の地域包括支援実習の中で、長崎市版地域包括ケ
アシステムおよび人生会議（ACP）についての講義を行い、幅広い世代
への効果的な普及啓発のためのアイデアを検討する。

〇

50 長崎市
ようこそ！Ｖ・ファーレ
ン長崎　まちなか歓迎
応援企画

長崎スタジアムシティの開業効果を地域経済へ波及するため、まち全体
の気運を高めていくとともに、スポーツチームが地域に定着するための
取組みとして、まちなかエリアでソフトバンクの人型ロボット「ペッパー」の
プログラミング機能を活用し、選手に応援メッセージを送るプログラミング
教室を開催する。作成した応援メッセージは動画に編集され、ホーム
ゲームのハーフタイムに場内のビジョンで放映される。
　この取り組みにおいて、情報システム学科の学生が、プログラミングの
講師、及び撮影した動画の編集を担っており、プログラミング教育の推
進とまちづくりに寄与している。

〇

・（株）Ｖ・ファーレン長崎
・ソフトバンク（株）
・長崎市浜市商店街振興
組合
・長崎浜市観光通商店街
振興組合

51 長崎市
長崎大学ジュニアドク
ター育成塾

長崎大学教育開発推進機構生涯教育センターがＪＳＴ（国立研究開発法
人科学技術振興機構）の支援を受けて実施している県内小中学生を対
象とした人材育成プログラムです。課題提出及び面接にて選抜された40
名の受講生に対して、大学教員による専門的な講座を行います。本課
からは講師として恐竜研究所の学芸員を派遣しています。

〇
教育委員会
　教育総務部
　　生涯学習施設課

福祉部
　地域包括ケアシス
テム推進室

福祉部
　地域包括ケアシス
テム推進室

まちづくり部
　まちなか事業推進
室
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52 長崎市
脱炭素先行地域づくり
事業

長崎総合科学大学が県外の修学旅行生や県内の小中学生等を対象と
して「脱炭素/再生可能エネルギーのプログラム」を組み込んだ「地域課
題探求型プログラム」を展開し、受講者がエコ活動を意識した行動をとる
仕組みを構築する。

〇

53 長崎市 若年者雇用促進事業

若年者の地元就職・定着を促進するため、地元企業や長崎で暮らす魅
力の発信、企業の積極的な採用活動の支援を行う。
・地元就職促進プロモーション
・保護者向け地元就職促進動画配信

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・長崎県未来人材課
・長崎県高等教育課
・長崎商工会議所

54 長崎市

日本遺産「砂糖文化を
広めた長崎街道 ～
シュガーロード～」の
普及啓発

日本遺産「砂糖文化を広めた長崎街道 ～シュガーロード～」の普及啓
発に関して、長崎大学のゼミ生による企画・実施を行い、シュガーロード
の認知度向上を図る。

〇

55 長崎市 伊王島豊漁祭
伊王島において開催される旬の魚をメインとした直売イベント、料理フェ
ア及び海の体験イベントを実施するもの。

〇

56 長崎市
高等教育機関と連携
した水産業の専門的
人材育成の場の構築

学生が漁業、流通、加工、飲食、販売などの現場に実際に入り、生産か
ら販売までの過程における課題解決に事業者と一緒に取り組む機会を
作るなど、水産業を総合的に学べる場を構築し、水産業の専門的人材を
育成する。

〇

環境部
　ゼロカーボンシティ
推進室

経済産業部
　産業雇用政策課

経済産業部
　商業振興課

水産農林部
　水産振興課

水産農林部
　水産振興課
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57 長崎市
中央公民館主催講座
「夏休み子ども科学教
室」

　「長崎大学教育開発推進機構　生涯教育センター」と連携し、未来の科
学者発掘プロジェクト「サイエンスカーラボ」の事業として、長崎大学教員
等が、公民館を訪問し、小学生が日ごろの授業では体験できない先端
科学等の実験や講義を実施

〇

58 長崎市

医学部保健学科看護
学専攻４年次生の地
域看護学実習への協
力

「地域看護学実習」は看護専門職養成のため、地域における多様な保
健・医療・福祉分野の連携・協働による住民への健康支援に係る実習を
通じて、看護専門職としてのあり方、地域保健医療福祉に期待される住
民支援ならびに地域包括ケアシステムの実際を学ぶ。

〇

59 長崎市

長崎大学大学院熱帯
医学・グローバルヘル
ス研究科の学生実習
への協力

本研究化の博士前期課程カリキュラムにおける、日本の保健医療サー
ビス提供体制（特に母子保健事業）についての学修。

〇

60 長崎市
管理栄養士養成施設
の臨地実習（公衆栄
養分野）の受け入れ

管理栄養士養成施設の臨地実習（公衆栄養分野）を受け入れることで、
実習生が公衆栄養活動や栄養改善事業を通して、管理栄養士の役割お
よび業務について理解を深める。

〇 〇

教育委員会
　教育総務部
　　生涯学習企画課
　　（指定管理 中央
公民館）

市民健康部
　地域保健課
こども部
　子育てサポート課
中央総合事務所
　地域福祉課
東総合事務所
　地域福祉課

市民健康部
　地域保健課
こども部
　子育てサポート課
中央総合事務所
　地域福祉課

市民健康部
　健康づくり課
中央総合事務所
　地域福祉課
東総合事務所
　地域福祉課
南総合事務所
　地域福祉課
北総合事務所
　地域福祉課
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61 佐世保市 しまなびプログラム

【しまなびプログラム】
本事業は、県立大学の１年生が授業の一環として、県内の各離島へ３泊
４日の行程によりグループ毎出向き、自治体及び関係団体（観光協会
等）の提案する「テーマ」に沿って島民へのヒアリングを行いながら、島内
の課題解決、関係人口づくり等のアイデアを出し合い、訪問した島に企
画等の提案を行うもの。

〇 宇久町観光協会

62 佐世保市
宇久地域づくり創出業
務

１．佐世保校の取組
宇久地域の「魅力創出再発見」と位置付け、３年生が、島民へのヒアリン
グ、また、民泊等を体験することにより、島外の若者目線で宇久地域の
魅力を発見し、島内外へ伝えることで、人口減少に歯止めをかけ、関係
人口の増、移住定住の促進に繋がるような取組を行うもの。
２．シーボルト校の取組
「先端技術イベント実施」と位置付け、情報システム学科の学生が、
「IoT」を活用した内容で、地域のイベント開催時に実施し、地域の活性化
に繋げる取組を行うもの。

〇
宇久島離島活性化協議
会

63 佐世保市 地方創生関連事業

１．首都圏での移住促進
西九州させぼ広域都市圏における佐世保市宇久町・小値賀町・新上五
島町の三島連携で離島地域の移住・観光の研究を行うこととしている。
その中で東京都で開催する離島ＰＲセミナーの集客及びプログラムを大
学と協働で検討するもの。
２．宇久地域の活性化
地元まちおこし団体が開催している催事を継続するための安定した資金
確保できる方法や自立的に事業が展開できるようになるための企画立
案を大学と協働で検討するもの。

東京大学
宇久島離島活性化協議
会

64 佐世保市 種苗生産事業
アカハタ受精卵の大学側からの提供及び種苗生産試験にかかる情報共
有。

〇

地域未来共創部
宇久行政センター
産業建設課

宇久行政センター
産業建設課

宇久行政センター
産業建設課

農林水産部
水産課　水産セン
ター
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65 佐世保市
イノシシ捕獲用箱わな
のICT機器の共同研
究

イノシシの生息数を削減する為には成獣の雌を捕獲することが重要であ
る。そこでイノシシの成獣のみを捕獲するICT機器について佐世保工業
高等専門学校と共同研究を行う。

〇

66 佐世保市
橋梁の効率的な維持
管理に関する研究

佐世保市が管理する市道の橋梁について、安全・安心かつ効率的な維
持管理を行うため、定期点検の手法や損傷要因等について調査研究を
行う。

〇

67 佐世保市
男女共同参画啓発事
業
「理系女子セミナー」

女子児童・生徒へ理工系分野に対する興味・関心を高め、理工系分野
への進路選択を促進するきっかけづくりとしてセミナーを実施する。

〇

68 佐世保市

男女共同参画啓発事
業
「男女共同参画都市さ
せぼ宣言の日」

大学生に男女共同参画に関する児童向け啓発アニメーションを発表して
もらう。
また、産・学・官で対談の予定

〇
女性活躍応援宣言をして
いる企業

69 佐世保市 歯科保健推進事業

「佐世保市歯・口腔の健康づくり推進計画」に基づき市民の歯科疾患の
予防及び口腔機能の維持・向上などを図るもの。
歯科健診の実施、歯科健診結果の分析、及び次期計画策定に関する業
務委託。

〇

長崎大学
大学院医歯
薬学科総合
研究科

農林水産部
有害鳥獣対策室

土木部
道路維持課

市民生活部
男女共同参画課

市民生活部
男女共同参画課

保健福祉部
健康づくり課
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70 佐世保市

乳幼児教育及び子育
て支援に係る共同研
究　　（調査・研究事
業）

乳幼児教育及び子育て支援について、研究者と共にアンケート調査・分
析を行い、確かなエビデンス（根拠）に基づいた研究成果を公表していく
とともに、佐世保市内の乳幼児教育・保育施設の保育の質の向上を目
指す。

西南学院大
学

71 佐世保市 療育歯科保健事業

受託研究委託（題目：障がい児のう蝕・歯周疾患等の歯科健診及びその
評価と、障がい児のう蝕・歯周疾患等の予防に関する研究）
適応性や医学的管理の困難な障がい児の歯科保健状態の把握ならび
に安全な歯科医療を提供するための事業実施計画の立案・推進・事業
の成果についての評価を行う。

〇
大学院医歯
薬学総合研
究科

72 佐世保市
長崎県立大学のイン
ターンシップ受入

長崎県立大学の学生をインターンシップ生として本市に受け入れ、就業
体験の機会を提供する。
学生が公共機関で実習・研修を行うことにより、現代社会の実態と課題
に目を向け、社会認識を深めるとともに、職業選択や職業意識の育成に
寄与する。

〇

73 佐世保市 科学館運営事業
①少年科学館の運営に関する必要な事項について、専門家等の意見を
広く聴することにより、魅力あるよりよい科学館の運営に資する。
②運営委員を委嘱し、運営委員会を開催する（年２回）。

〇 〇
長崎県天文協会、ふるさ
と自然の会

74 佐世保市 科学大好き事業

①科学教室や科学イベントを実施することで、子どもたちの科学への興
味関心を高める。
②科学イベント「こどもの日Go!Go!科学教室」「サイエンス広場で遊ぼう」
「チャレンジ科学教室」「夏休み子ども科学教室」への参加。

〇 〇 〇 〇

長崎県電波適正利用推
進協議会、電池工業会、
大新技研株式会社、マル
チステージSASEBO、九
州電力、セブンイレブン
ジャパン、パナソニック、
ながさきエンタメディカル

子ども未来部
子ども発達センター

総務部
職員課

教育委員会
学校教育部
少年科学館

教育委員会
学校教育部
少年科学館

子ども未来部
保育幼稚園課
幼児教育センター
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75 佐世保市 科学大好き事業

①佐世保市の名誉市民である下村脩博士のノーベル賞受賞を受け、博
士のように科学分野で大きく世界に羽ばたく人材を育成するために創
設。科学的発想に基づき、発見・観察・実験・調査などを行ってまとめた
作品を募集、審査し、優秀な作品を表彰する。
②各分野における専門的な知識・技能を有する者として、下村修ジュニ
ア科学賞SASEBOの審査員を依頼し、最終審査を行う。

〇 〇 ふるさと自然の会

76 佐世保市 英語シャワー事業

「グローバルキッズ・チャレンジ事業」に係る委託

市内小学校6年生を対象とした異文化理解や英語に気軽に触れられる
連続プログラムであるグローバルキッズ・チャレンジ事業の全体ファシリ
テートを県立大の教授に委託している。

〇

77 島原市
島原水素畜エネル
ギープロジェクト

島原水素畜エネルギープロジェクトの研究会を開催し、導入の可能性を
検討、必要に応じて事業計画や導入ロードマップを策定する。

〇

78 島原市
島原地域小児医療学
講座
（寄付金）

目的
　　島原半島地域を研究フィールドとして、小児医療の体制や小児医療
に関する研究を実施し、その成果を県内に普及啓発、活用することによ
り県内の小児医療の向上を図る。
研究体制
  　研  究  主  体 ：長崎大学小児科
 　 研究拠点病院：島原病院
  　※研究拠点には、長崎大学から 医師２名を派遣
予算額
  　１，０００万円（島原半島３市）
期間
 　 ２０２２年度～２０２４度（３年間）

〇

教育委員会
学校教育部
少年科学館

教育総務部
社会教育課

市民部
環境課

福祉保健部
福祉課
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79 島原市
島原市大学教授等と
連携した授業改善研
修

学力向上に係る大学等との連携事業
指導助言（大学教授）への謝金

〇

80 島原市
ジュニアスポーツ
研修会

日本体育大学から講師を派遣してもらい、ジュニアスポーツ研修会を開
催する。（年１回）トップレベルの講義を受け、選手・保護者・指導者の資
質を向上させ、本市ジュニアスポーツの充実並びに競技力向上に寄与
する。

学校法人
日本体育大
学

81 島原市
たしろ号EV化実証実
験事業

コミュニティバスたしろ号の持続可能な運行のため、EVコンバート車を導
入し、走行やバッテリー使用量などのデータ収集により、燃費や排出ガ
ス削減効果等の分析を行い、適正な運行形態を検証する実証実験を実
施。

福岡工業大
学

（株）タジマモーターコーポ
レーション
アポロ興産（株）
長崎県タクシー協会島原
支部
島原鉄道（株）
長崎トヨペット（株）

82 諫早市
まちづくりサポート事
業

諫早の魅力や活力を創出するため、市民が企画し、主体的に取り組む
「地域活性化につながるまちづくり事業」を支援する事業。大学関係者や
関係団体で構成する審査会を開催し提案事業に対する審査を行った。

〇
自治会連合会、諫早観光
物産コンベンション協会、
商工会議所など

83 諫早市
まちづくり総合戦略推
進会議

第２期計画の着実な実行に取り組むため、大学関係者と意見交換を
行った。

〇 〇
産業界、金融機関、自治
会連合会の代表など

市長公室
政策企画課

企画財務部
企画政策課

企画財務部
地方創生室

教育委員会
学校教育課

教育委員会
スポーツ課
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84 諫早市
保育士わくわくサポー
ト事業

諫早市の保育施設で働く保育士がワクワクするような、保育士の質の向
上を目的とした研修や新たな保育人材確保の支援を実施する。
（バスツアーや保育合同面談会の実施）

〇 〇

85 諫早市
ひとり親家庭学習支
援事業

親との離別、死別等により経済面や精神面で不安定な状況に置かれて
いるひとり親家庭の小学生や中学生に対して、大学生や教員ＯＢ等の学
習支援ボランティアが学習を支援することにより、児童の学習習慣と基
礎学力の定着を図り、ひとり親家庭の生活の向上を図る。

〇

長崎大学の学生等が事
業の趣旨に賛同し、個人
で学習支援ボランティアに
参加している。

86 諫早市
こどもの城実習受入
れ事業

主に諫早市の子育てに関わる団体または個人が、こどもの城における
子育て支援のあり方を実際の利用者対応を体験しながら学ぶことで、そ
れぞれの地域や活動拠点における、よりよい子育て支援の広がりをねら
う。

〇

県内外の大
学生（イン
ターンシッ
プ受入）

87 諫早市
自立支援協議会就労
部会
「就活応援フェア」

働くことに不安がある方やその保護者及び関係機関担当者に、就労系
サービスの利用までの流れや障害福祉サービス事業所の情報を提供す
ることで。事業所の選択につなげるもの。
鎮西学院大学で開催し、学生ボランティアスタッフとしてや、学習の一貫
としての参加を募る。

〇 市内就労支援系事業所

88 諫早市 認知症理解促進事業
・ボランティアサークルへ認知症サポーター養成講座の受講を呼びかけ
・オレンジライトアップ（世界アルツハイマーデー）時の街頭活動へ協力
依頼

〇

こども福祉部
こども政策課

こども福祉部
子育て支援課

こども福祉部
こどもの城

こども福祉部
障害福祉課

健康保険部
地域包括ケア推進
課
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89 諫早市
小長井地域持続的発
展支援事務

小長井地域の活性化アイデアを考える若者世代の会議（小長井ナビ）
へ、ファシリテーターとして鎮西学院大学教授、メンバーとして学生が参
画予定。
※今年度の開催は未定

〇
十八親和銀行、水産業、
WEBデザイナー、飲食業、
建設業等

90 諫早市
男女共同参画啓発事
業

男女が互いの人権を尊重し、認め合い、支え合い、あらゆる分野でいき
いきと活躍できる男女共同参画社会の実現を目指して、共に語らい、考
えることを目標に「女・男フォーラムinいさはや」を開催している。
幅広い世代の市民が主体となって企画・運営するという趣旨から実行委
員会を組織し、実施していただいているところであり、若者の意識や考え
もフォーラムに反映させたいということから、大学生にも委員として参加
いただいている。

〇

91 諫早市
市民まちづくり活動支
援事業

諫早市が諫早市中心市街地商店街協同組合連合会の施設を借上げ、
「まちづくり研究室」、　「まちづくり生涯学習室」として整備し、鎮西学院
大学に運営を委託。登録団体の活動や、会議・講座など、市民のまちづ
くり活動の場として利用されている。

〇

92 諫早市
スポーツコミッション設
立準備事務

スポーツを通して地域振興を図る産学官連携組織「（仮称）いさはやス
ポーツコミッション」の設立を目指し、設立準備委員会を運営する。
その中で、鎮西学院大学には委員として参画していただき、学術的見地
を基にした意見・提案を求める。

〇

諫早観光物産コンベン
ション協会、スポーツ団
体、諫早市旅館ホテル業
組合　など

93 諫早市
環境・生態系保全活
動支援事業

藻場の保全や干潟の保全など漁場の生産力回復に向けた取組みを実
施する活動組織に対して、国・県・市が支援しており、そのうち多良見町
の伊木力漁場保全の会が実施する活動に長崎大学生等をインターン
シップとして受け入れ、活動を通して水産業の現状等を体験させる。

〇

経済交流部
商工観光課

経済交流部
スポーツ振興課

農林水産部
林務水産課

地域政策部
移住定住推進課

地域政策部
人権・男女参画課
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94 諫早市 通学合宿

【高来西小学校通学合宿】
・高来西小学校の4年生から6年生を対象に、高来西ゆめ会館で寝泊ま
りしながら学校へ通う「通学合宿」を3泊4日で実施。
・大学生も地域ボランティアとして当該事業全体に協力を 得ている。

〇

95 諫早市 通学合宿

【喜々津東小学校通学合宿】
・喜々津東小学校の4年生から6年生を対象に、公民館で寝泊まりしなが
ら学校へ通う「通学合宿」を3泊4日で実施。
・大学生も地域ボランティアとして当該事業全体に協力を得ている。

〇

96 諫早市 通学合宿

【真津山小学校通学合宿】
・喜々津東小学校の4年生から6年生を対象に、公民館で寝泊まりしなが
ら学校へ通う「通学合宿」を2泊3日で実施。
・大学生も地域ボランティアとして当該事業全体に協力を得ている。

〇

97 諫早市 通学合宿

【小船越町通学合宿】
・西諫早小学校の4年生から6年生を対象に、公民館で寝泊まりしながら
学校へ通う「通学合宿」を4泊5日で実施。
・大学生も地域ボランティアとして当該事業全体に協力を得ている。

〇 〇

98 諫早市 通学合宿

【有喜地区通学合宿】
・有喜小学校の4年生から6年生を対象に、公民館で寝泊まりしながら学
校へ通う「通学合宿」を4泊5日で実施。
・大学生も地域ボランティアとして当該事業全体に協力を得ている。

〇

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課
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99 諫早市 通学合宿

【長田地区通学合宿】
・長田小学校の4年生から6年生を対象に、公民館で寝泊まりしながら学
校へ通う「通学合宿」を3泊4日で実施。
・大学生も地域ボランティアとして当該事業全体に協力を得ている。

100 諫早市 通学合宿

【御館山小学校区通学合宿】
・御館山小学校の4年生から6年生を対象に、公民館で寝泊まりしながら
学校へ通う「通学合宿」を4泊5日で実施。
・大学生も地域ボランティアとして当該事業全体に協力を得ている。

〇

101 諫早市 通学合宿

【生活体験塾あすなろ（通学合宿）】
・森山東小、森山西小学校の4年生から6年生を対象に、公民館で寝泊
まりしながら学校へ通う「通学合宿」を 3泊4日で実施。
・大学生も地域ボランティアとして当該事業全体に協力を得ている。

〇

102 諫早市 通学合宿

【諫早小学校区通学合宿】
・諫早小学校の4年生から6年生を対象に、公民館で寝泊まりしながら学
校へ通う「通学合宿」を4泊5日で実施。
・大学生も地域ボランティアとして当該事業全体に協力を得ている。

〇 〇

103 諫早市 地域子ども教室

【地域子ども教室（真崎小・真城小）】
・真崎小学校と真城小学校に通う児童を対象に地域における安全・安心
な居場所を確保し、地域住民の参画を得て、児童の健全育成に寄与す
る事業。
・大学生にもボランティアスタッフとして協力を得ている。

〇

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

22 ページ



大学等との連携に係る事業一覧（令和６年度予定）

参考

事　業　名 民間（産）とも連携する場
合、その相手方

大学等名

長
崎
大
学

その他

鎮
西
学
院
大

長
崎
短
大

事　　業　　概　　要
県
立
大
学

長
崎
総
科
大

佐
世
保
高
専

活
水
女
子
大

長
崎
女
子
短
大

純
心
大

外
国
語
大

国
際
大

番号 所管部局市町名

104 諫早市 地域子ども教室

【地域子ども教室（西諫早小）】
・西諫早小学校に通う児童を対象に地域における安全・安心な居場所を
確保し、地域住民の参画を得て、児童の健全育成に寄与する事業。
・大学生にもボランティアスタッフとして協力を得ている。

〇

105 諫早市 地域子ども教室

【地域子ども教室（飯盛東小）】
・飯盛東小学校に通う児童を対象に地域における安全・安心な居場所を
確保し、地域住民の参画を得て、児童の健全育成に寄与する事業。
・今年度から大学生にもボランティアスタッフとして協力を得る予定。

〇

106 諫早市
地域学校協働活動
推進事業

【学校協働活動活性化支援事業】
・西諫早小学校支援会議の中で、学校・地域・家庭が同じ思いで子ども
を育てていくために協働していくことで、学校運営を支援する事業。
・大学生にもボランティアスタッフとして協力を得ている。

〇

107 諫早市
公民館講座
文学講座「紫式部と源
氏物語の世界」

平安時代・文化や日本を代表する古典文学である「源氏物語」やその作
者「紫式部」への興味・関心が高まっており、その時代背景や社会を紐
解いていく。

〇

108 諫早市 水曜おはなし会

【水曜おはなし会】
・０歳から２歳向けで、親子で一緒に手遊びやわらべうた、絵本の読み語
りを行う。
・鎮西学院大学図書館サポートサークル「ぶっく倶楽部」のボランティア
スタッフが読み語りを実施予定。

〇

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
多良見公民館

教育委員会
諫早図書館

23 ページ



大学等との連携に係る事業一覧（令和６年度予定）

参考

事　業　名 民間（産）とも連携する場
合、その相手方

大学等名

長
崎
大
学

その他

鎮
西
学
院
大

長
崎
短
大

事　　業　　概　　要
県
立
大
学

長
崎
総
科
大

佐
世
保
高
専

活
水
女
子
大

長
崎
女
子
短
大

純
心
大

外
国
語
大

国
際
大

番号 所管部局市町名

109 諫早市
冬のおはなし会（幼児
向け）

【冬のおはなし会（幼児向け）】
・手遊びや絵本の読み語り、ストーリーテリングなどおはなしの世界を
たっぷり楽しめるイベント。
・鎮西学院大学図書館サポートサークル「ぶっく倶楽部」のボランティア
スタッフが読み語りを実施予定。

〇

110 諫早市 メンタルフレンド事業

適応指導教室に通級する児童生徒や市内のひきこもりの児童生徒に対
して、児童生徒の兄又は姉に相当する世代で児童福祉への理解と情熱
のある大学生等（メンタルフレンド）を活用し、当該児童生徒とのふれあ
いを通じて、学校復帰への支援を行う。

〇 〇

111 大村市
スポーツ合宿等誘致
事業

スポーツに関するトップチームの合宿誘致や定着に繋げるため、県ス
ポーツコミッションを通じて県外の実業団や大学等のスポーツ合宿を誘
致し、トップアスリート等高い技術力を間近にする機会を設ける。また、
合宿の際には、小中学生への指導や市内競技団体との交流試合等を
実施する。

学校法人
日本体育大
学

112 大村市
放課後子ども教室推
進事業

地域と連携・協力しながら「放課後子ども教室」を実施し、放課後や週末
等における子どもの安心・安全な活動拠点（居場所）をつくる。
※R6年度は月1回（土曜日）実施の英語学習放課後子ども教室を中心と
して、平日に市内6小学校で実施する週1回の放課後子ども教室や、市
内2中学校で週2回実施するOMURA未来塾において、大学生に支援や
運営に携わっていただく。

〇

113 大村市 票育事業

票育CREWの認定を受けた県内の大学生が、市が業務委託をしている
法人の指導により市の活性化をテーマとした模擬選挙型の授業を作成
し、中高生が年齢の近い大学生から学ぶことで、主体性を持ち、楽しみ
ながら政治教育を学べる票育授業を実施している。

〇 〇 〇 株式会社POTETO Media

スポーツ振興課

教育委員会
社会教育課

選挙管理委員会

教育委員会
諫早図書館

教育委員会
少年センター
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114 大村市 - 公立保育所、こども園における保育実習生等の受入れを行う。 〇 〇 〇 〇

・福岡こども
専門学校
・佐賀女子
短期大学
・西日本短
期大学
・精華女子
短期大学
・福岡女学
院

115 大村市 -
こども未来館において活水女子大学看護学部看護学科の臨地実習の
受け入れを行う。

〇
実習謝礼として１人1,100
円の歳入あり。

116 大村市 介護予防教室等事業

介護予防に関する知識や情報を高齢者が自ら学び、健康の重要性を認
識することで介護予防に役立ててもらうために出前講座を実施してい
る。
プログラムの一つとして、長崎リハビリテーション学院の学生が企画した
「脳トレ」や「レクリエーション」等を活用し若い世代との世代間交流を図
ることにより、高齢者の生きがいづくりを推進する。

長崎リハビ
リテーション
学院

117 松浦市
長崎大学教育開発推
進機構生涯教育セン
ター事業

【目的】
グローバル化時代における地方創生の中核を担う人材と地域の課題や
持続的発展への貢献
【運用】
・理科教員の授業力（実験観察等指導力）向上に向けて
　 「出張教材検討会」「理科教員研修会」の開催
・「出張教育講座・市民講座」（特別支援教育又は教育相談関係講座、
教育課題に則した講座、教育分野以外 の市民講座）
・市内小･中学校教員との交流会開催
・大学が提供する事業及び研究等に対する協力

〇

こども未来部
こども支援課

こども未来部
こども政策課

福祉保健部
長寿介護課

学校教育課
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118 松浦市
史跡「市内遺跡」
発掘調査等

「鷹島神崎遺跡」の保存管理計画が平成２６年３月に策定され、その計
画書において「鷹島を水中考古学の拠点」とするため、以下の３事業に
ついて計画的に実施していく。
　①史跡等の総合的な公開活用のための整備に係る事業
　②埋蔵文化財の公開および整理・収蔵施設等を行うために必要な
　　　施設整備に係る事業
　③史跡等および埋蔵文化財の普及・啓発に係る事業

琉球大学

119 松浦市
文化財保護・学術研
究・社会貢献などに関
わる連携協定

以下の事項に関わる活動において、教育・職員の交流及び文化財関連
標本の相互活用などの連携協力を行う。
＜連携協力事項＞
　①文化財保護に係る協働（鷹島海底遺跡出土遺物等）
　②学術研究（人文・自然科学分野の基礎的あるいは学際的研究）
　③社会貢献（一般市民向け教育プログラム実施における交流や博物
館相互利用）

名古屋大学
博物館

120 平戸市

平戸市における地域
課題と地域運営組織
の包括的分析に関す
る研究

平戸市が協働によるまちづくりを推進してきたこれまでの10年間の活動
などを外部の視点で精査し、その成果と課題を明らかにする。

麗澤大学

121 松浦市
遺物展示・保管環境
に係る学術指導

松浦市立埋蔵文化財センターにおいて、保存処理が終了した鷹島海底
遺跡出土遺物を適切な環境下で展示・保管することを目指し、展示・保
管施設の環境測定結果の分析や環境改善対策に関する指導を受ける。

筑波大学

122 壱岐市
壱岐なみらい研究所
支援業務

慶応義塾大学SFC研究所と株式会社リクルートとの連携協定に基づき、
テレワークセンター内に「壱岐なみらい研究所」を設置し、地域おこし企
業人・地域おこし研究員、市職員とが一緒になって壱岐市の地域課題の
解決手法を学び合い、高度人材育成に取り組む。

慶應義塾大
学ＳＦＣ研
究所

株式会社リクルート

企画課

総務部
SDGｓ未来課

文化財課

文化財課

文化財課
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123 壱岐市
Powet-To-Gas実用化
推進事業

再生可能エネルギー（太陽光・風力）の導入を促進するため、余剰となる
再生可能エネルギーで水素を製造・貯蔵し、必要に応じて再エネルギー
化するシステムの島内実用化に向けた実証事業を行う。
再エネ電力以外にも、排熱や副産物（酸素）等についても有効活用を図
る。

東京大学先
端科学技術
研究セン
ター

124 壱岐市 「しまなび」プログラム

本県の「しま」（壱岐、対馬、五島、新上五島、小値賀、宇久、的山大島）
を佐世保校、シーボルト校に次ぐ第三のキャンパスとして位置づけ、学
生が主体的・実践的に学ぶPBL学習法を導入するとともに、「しま」での
体験を通じて、グローバルな視点を持つとともに、ローカルな視点で地域
課題に取り組むことができる人材の育成を目的とする。

〇

125 対馬市 しまなびプログラム
長崎県立大学の学生が県内の離島を訪れ、しまの生活や住民との交流
を通して実践的な体験学習を行う「しまなびプログラム」の連携市町とし
てフィールドワークにおける学生の受入、発表会等の支援を行う。

〇

126 対馬市
福岡女子大学からの
インターンシップ受入

協定に基づき、福岡女子大学の学生（１～２名程度）をインターン生とし
て受け入れ、就業体験の機会を提供する。

福岡女子大
学

127 対馬市
海峡圏SDGs研究プロ
ジェクト

令和6年5月22日締結の「長崎県対馬市と国立大学法人九州大学との包
括連携協定書」に基づき、対馬の地域課題解決に資する標記共同研究
プロジェクト等に取り組みます。

九州大学

総務部
SDGｓ未来課

企画振興部
政策企画課

しまづくり推進部
SDGs推進課

しまづくり推進部
SDGs推進課

しまづくり推進部
SDGs推進課
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大学等との連携に係る事業一覧（令和６年度予定）
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番号 所管部局市町名

128 五島市 プロジェクトＧ

プロジェクトＧ事業の一環として、市内小中学校に遠隔機器を導入してい
る。その機器を活用し、地域交流を英語を使って行っている。
また、小学校教員の英語指導力の向上を目指して、研修会を年に２回開
催しているが、大学から専門の教授を招聘し、最新の英語教育情報を収
集し、各校での取組にいかしていく。

〇 〇
大阪教育大
学

129 五島市
長崎大学教育学部
蓄積型体験学習
〔離島・へき地実習〕

学校教育活動や地域活動にかかわりながら、少人数・複式授業・学校経
営・地域交流などの現状を把握し、学校・子ども・地域に対する理解を深
めることにより、離島やへき地における教育的ニーズや課題に対して、
柔軟に対応できる幅広い人材育成に貢献する。

〇

130 五島市

フィールドスタディ型
政策協働プログラム
「島に残る伝統文化
（神楽や念仏踊り
「ちゃんここ」「かけ」な
ど）の子供たちへの伝
承」

近年、過疎高齢化による若い世代人口の減少が進むにつれて、担い手
の減少が進んでいた中で苦心しながら伝統文化の継承に尽力してき
た。しかし、３年にも及ぶコロナウイルス感染症対策による祭りの矮小化
や中止などにより、踊り手や舞手の次世代への伝承機会が奪われ、地
域ごとに継がれている伝統の灯が消えようとしている。そのような中で、
本山地区や玉之浦町などのまちづくり協議会に所属する各伝統芸能保
存会が主体になって、歴史ある伝統芸能の魅力を発信し、子供教室など
の運営を始めた団体も出てきている。そこで担い手が長期失われても、
再現できるような東大生とともに教材を製作する。

東京大学

131 五島市
まちづくり協議会未来
会議運営委託業務

まちづくり協議会の運営においては、地域住民の話合いをベースにした
地域づくり計画の策定を推奨しているが、思うように進まない状況であ
る。そのため、大学（学生）と連携し、地域住民の話し合いの場を創出す
ることにより地域活動の活性化に繋げ、まち協会議運営のモデルとす
る。

〇 〇地域協働課

学校教育課

学校教育課

地域協働課
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132 五島市
寄附講座「離島・へき
地医療学講座」

　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科に長崎県と五島市による寄附講
座「離島・へき地医療学講座」を開講し、離島での活動拠点として、長崎
県五島中央病院内に「離島医療研究所」を設置し、この研究所を拠点と
して、主に地域医療教育と離島医療に関する調査・研究を行い、離島・
へき地医療向上への貢献を目指す。

〇

133 五島市
長崎大学歯学部と五
島市の歯科保健に係
る連携・協力

①離島地域の特性へ対応した歯学教育の充実
②離島地域の歯科的特性の把握と口腔保健向上のための調査研究
③無歯科医小離島の歯科保健医療の充実へ向けての対応（二次離島
にある伊福貴診療所内に歯科部門を設置し、週１回長崎大学歯学部の
歯科医師を派遣していただき、Ｈ23.9より診療を実施している。）

〇

134 五島市
五島市における健康
寿命延伸プロジェクト
（包括的な連携協定）

・腸内環境に着目した健康寿命延伸に関する調査研究結果の公表
・市民へ健康への意識を促すための情報発信（研究成果の情報発信） 〇

森永乳業株式会社

株式会社長崎新聞社

（長崎県）

135 五島市
長崎大学水産学部と
の連携

長崎大学水産学部の英知と五島市の豊かなフィールドを連携させて水
産学の発展への寄与と五島市水産業の新たな成長を目的に締結した覚
書に基づき、水産業振興と漁村の活性化、大学教育・研究機会の充実
に産官学で取り組む。

〇

136 五島市
長崎大学　離島医療・
保健自習

長崎大学医学部長と五島市長の間で、長崎大学学生の臨床実習教育
の協力に関する協定書を締結している。大学教育の一環として学生の
臨床実習について、長崎大学医学部長からの依頼に対し、可能な範囲
でその機会を提供する。
多職種連携による地域包括ケアの現場を体験し、離島地区の現状を社
会的・文化的・地理的な背景なども含め、幅広く理解することを目的とし
ている。

〇
医
学
部・
歯
学
部

国保健康政策課

国保健康政策課

国保健康政策課

水産課

長寿介護課

29 ページ



大学等との連携に係る事業一覧（令和６年度予定）
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137 五島市 「しまなび」プログラム
長崎県立大学と五島市が連携協定を締結し、学生がフィールドワークの
場として五島市を訪れ、地元の生活や人々との交流のなかで、実践的な
学習を積み重ね、成果については発表会等を通じて地域へ提案を行う。

〇

138 五島市
探究学習を通じた島
の子どもと大学生との
交流促進事業

長崎県立大学、大正大学、奈留島で地域おこしを行う「（一社）しまなび
舎」が連携し、探究学習を通じ、島の子供と大学生が交流する機会を創
出する事業。

〇 大正大学 （一社）しまなび舎

139 五島市
五島市フィールドワー
ク

共立女子大学の学生が、五島市の魅力を探し、発信する社会連携プロ
グラムの一環。五島高校が取り組む探究プログラム「バラモンプラン」と
も連携し、高校生との交流なども行う。

共立女子大
学

140 五島市 保育研究プログラム

共立女子大学で保育分野を学ぶ学生と建築や空間デザインを学ぶ学生
が合同で五島市における保育について調査や保育体験に取り組み、離
島における保育の現状や、保育環境における空間デザインの検討等に
取り組む。

共立女子大
学

141 西海市
インターンシップ促進
事業

関係人口や将来的な生産年齢人口の増加を図るため、市と包括連携協
定を締結した都市部の大学から学生のインターンシップを受入れ、本市
での就業体験を通じて仕事や地域への理解を深めていただくことを目的
として、学生及び受入企業に対して補助を行うもの。

追手門学院
大学

龍谷大学

政策企画課

政策企画課

政策企画課

政策企画課
こども未来課

ふるさと資源推進課
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142 西海市 学力向上支援事業
西海市の子どもたちの学力向上を目指すため、長崎総合科学大学と連
携してメタバースを活用したオンライン学習を行うもの。
対象は小学生が小4、小5、中学生が中1、中2.

〇
トライグループ
西海クリエイティブカンパ
ニー

143 雲仙市

雲仙市が直面する社
会課題と長崎大学経
済学部教育プログラ
ムとの連携

長崎大学経済学部において、ビジネスに必要な能力や知識を実践的に
涵養する教育プログラム
・グループワーク、インタビュー調査、アンケート調査、新規ビジネスの企
画方法などを学ぶ
・上記で学んだ知識をもとに、1年間事業者（クライアント）の方と一緒に4
～11人のチームが指導教員の元、実践的な課題に挑戦する
・クライアントは、新規ビジネスの開発、拡販既存ビジネスの生産性向上
などに悩みを持つ事業者で、それらの課題を経営学的知見をもとに解決

〇

144 雲仙市
天然記念物
オキチモズク保全活
動

・国見町神代川及び釜蓋川に生息するオキチモズクの保全活動。
・オキチモズクの生態観察及び生息地域周辺の清掃活動。
・神代小学校において、児童による観察会の実施や、九州大学栗原教
授やオキチモズクを守る会による学習会の開催。
※平成５年に国見町神代川で新たにオキチモズクが発見されてから、故
右田清治長崎大学名誉教授、飯間雅文長崎大学准教授の協力のもと、
保全活動を継続している。

九州大学 オキチモズクを守る会

145 雲仙市
小浜町朝日山遺跡ほ
か出土縄文時代晩期
土器の研究

・出土土器の科学的研究を行う。
・土器表面や内部に残された混入物（種子や虫など）を、CTスキャンなど
の精密分析装置を用いて調査し、当時の古代人の暮らしぶりや環境の
復元を試みる。

熊本大学

146 雲仙市
島原城から移築され
た小浜歴史資料館の
門及び主屋の研究

・現在の小浜歴史資料館の門は、島原城廃城に伴って小浜町本多家が
当時購入した島原城の門といわれている。
・門の歴史的価値を確認し、地域の歴史研究及び文化財の保護に資す
る。
・本多家主屋は弘化元年（1844）の建築である。大規模な改修が行われ
ているため、これまで文化財的価値付けがあいまいであったが、長崎総
合科学大学に調査を依頼し、文化財としての価値付けを再検討する。

〇 オバマストリート

観光商工部
商工労政課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

学校教育課
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147 雲仙市
稲荷鬼塚古墳発掘調
査に伴う出土品の整
理

・令和３年度に発掘調査を行った、稲荷鬼塚古墳出土品の鑑定や評価
について指導助言いただき、報告書に伴う整理作業を行う。

別府大学

148 雲仙市
川崎家住宅復原的調
査研究

・神代小路伝統的建造物群保存地区内にある伝統的建造物である川崎
家住宅の保存修理に向けた事前調査

〇

149 雲仙市
観光地創生魅力アッ
プ事業

雲仙地域のミヤマキリシマの保全・活用
国立公園雲仙のミヤマキリシマの調査・分析
田代原のミヤマキリシマの調査・分析

〇
NPO法人奥雲仙の自然を
守る会

150 雲仙市 観光地活性化事業

長崎大学高校デザイン美術科の生徒の作品を神代小路で展示。
・若い世代のアート作品発表の場として、古民家の新たな利活用を図
る。
・若い世代が制作したアート作品を呼び水にして、新たなファン層を開拓
し、
賑わい創出や交流人口の拡大につなげる。

長崎日本大
学高等学校

151 南島原市 家庭教育支援事業
平成２７年度から実施している保護者対象の「親育ち講座」を継続・改良
して実施し、家庭の教育力向上を図る。（大学から講師を招聘し年６回開
催予定）

〇 南島原市保育会

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

観光商工部観光物
産課

観光商工部観光物
産課

教育委員会
生涯学習課
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152 南島原市
読書活動推進事業
（重点）

西南学院大学博物館が実施しているこども向けのワークショップを南島
原市でも開催する。主に夏休みや土日祝日等の学校が休みの日に行
い、子どもたちに楽しみながら地球や日本の歴史・文化を学んでもらうこ
とを目的とする。図書館や市民の要望にあわせて、親子で参加できるも
のや、大人を対象としたワークショップなど幅広く事業を展開する。図書
館でのワークショップだけでなく、小中学校への出張授業等も必要に応
じて実施する。

西南学院大
学博物館

153 南島原市
小学校国際交流補助
金

市内小学校が実施する県内大学の外国人留学生との交流事業に対し
補助を行う。（毎年、飯野小学校が鎮西学院大学の外国人留学生を運
動会に招待している。）

〇

154 南島原市 芸術・文化振興事業

長崎県文化芸術活動ブラッシュアップ事業補助金を活用し、県内高校生
（美術部）や九州管内の美術系大学生による展示、ワークショップを開催
し地域交流等を行い南島原市の版画の歴史やアートビレッジ・シラキノ
施設の認知度向上及び利用促進を図る。
なお、期間中運営にも携わっていただき、キャリアアップにもつなげる。

・九州産業
大学
・大分県立
芸術文化短
期大学
・日本大学
芸術学部

155 南島原市
デジタルを活用した脱
炭素社会の構築

カーボンニュートラル達成に資する南島原市における地域脱炭素社会
構築の推進。

〇

156 長与町
健康ポイント事業の効
果検証

本町が実施する健康ポイント事業について、参加者へのアンケート調査
による主観的評価や健診やBIM数値の改善度などの客観的指標をもと
事業効果の検証を行う。

〇

教育委員会
生涯学習課

教育委員会
生涯学習課

環境水道部
環境課

健康保険課

教育委員会
生涯学習課
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157 長与町 プログラミング教室

土曜日に公民館を活用して、子どもの安全・安心な居場所づくりと、様々
な体験・交流活動の機会を提供することを目的に「地域子ども教室」を開
講する。対象を小学4年生～6年生の親子とし、プログラミングの基礎を
親子で学ぶことができる講座を実施する。

〇

158 長与町
長与町広報モニター
連携事業

町情報発信媒体である、広報誌・ホームページ・SNSについて、県立大
学シーボルト校の学生にモニターになっていただき、若い方への認知度
や利用度、改善点などのご意見をいただき、今後の情報発信の参考と
するもの。

〇

159 長与町
二十歳のつどいオン
ライン配信

「二十歳のつどい」を撮影し、インタビューや町のPR動画を盛り込み、編
集したものを後日配信する。

〇

160 長与町
学生の地元定着に向
けた取組に係る協力

若者の地元定着のため、若者が地元で活躍できる環境や意識づくり、企
業が長与町付近に進出できる環境整備の下地づくりとして、町と大学の
連携により、学部の特色を活かした町づくりを図るとともに、若者が地元
で進学・就職をすることに対する理解促進、企業の進出促進、将来の産
業創出に向けた取組を図る。

〇

161 長与町
小学校プログラミング
教育

町内小学校６年生を対象に各クラス１日かけてプログラミング学習を開
催する。その際、情報システム学科、情報セキュリティ学科の学生にサ
ポートとして入っていただき、プログラミング教育の充実を図る。

〇

生涯学習課

秘書広報課

生涯学習課

政策企画課

学校教育課
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162 長与町 シーボルト食堂

子どものみならず、老若男女が食卓を囲んで交流できる場として全国的
に展開されている「こども食堂」の一環として開催するもの。
各地域の公民館や児童館などにおいて、地域の方々に対し、学生が食
事を提供し、食事時間のみならず、食事時間前後にも交流の場を設ける
など、子どもからお年寄りまで多世代の親睦・交流を図る。

〇

163 長与町
幼児の手洗い健康教
育

幼児へのライフスキル教育の一環として、感染症予防を目的として手指
衛生教育を実施する。

〇

164 長与町 健康ポイント事業 健康ポイント事業の周知及び健康づくり強化期間のイベント等の協力。 〇

165 長与町
大学による地域活性
化事業

大学等が有する人材や知的財産を有効に長与町のまちづくりに活用す
るため、大学等が地域との交流・地域活性化に積極的に取り組む事業
に対し、補助金を交付する。
また、令和6年度より、やってみゅーでスクにおける学生の自主企画事業
を長与町内で行った場合の支援を検討している。

〇

166 長与町
健康ながよ２１推進専
門委員会

健康ながよ２１推進専門委員として、長与町の健康づくりのためにイベン
トや会議に参画していただくもの。

〇

健康保険課

地域安全課

健康保険課

こども政策課
生涯学習課

こども政策課
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167 長与町 人権講座・講演会
人権問題について、シーボルト校で講座又は講演会を開催し、参加者の
人権に関する基礎知識の取得及び人権意識の向上を図るもの。

〇

168 長与町
学生ボランティア推進
体制整備事業（仮）

長与町内の学生ボランティアの活動を推進するための体制を整える。 〇

169 時津町
包括的連携に関する
連携事項の推進

長崎外国語大学との包括的連携に関する協定に基づく連携事項を円滑
に進めるため、連絡推進会議を設置。国際交流事業、外国語教育事業
などのパートナーシップ・プログラムを実施することで、国際化にふさわし
い地域づくりを推進する。

〇

170 東彼杵町
地域住民への食育指
導の提供

東彼杵町の健康課題である野菜摂取不足に対するアプローチとして、子
育て世代を対象に野菜たっぷり幼児食に関する講話及び調理実習を実
施

〇
NPO法人おんぶにだっこ
子育て支援すくすくねんね

総務課

地域安全課

企画財政課

こども健康課
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171 東彼杵町
「ひと・まち・お茶をみ
ちでつなぐ一服プロ
ジェクト」

・大村湾ＰＡ（上り線）がリニューアルオープンすることをきっかけとして、
大村湾ＰＡが位置する東彼杵町を、地元と連携して一緒に盛り上げる。
・東彼杵町の町民の皆様に大村湾に愛着を持って持っていただき、普段
から立ち寄っていただく仕組みづくり（町と大村湾PAとの繋がりをつくる）
・日本一を受賞する品質の高さの「そのぎ茶」の認知度向上、「多様性の
あるお茶の産地」としての東彼杵町のPR及び新たな商品開発

〇 NEXCO西日本

172 川棚町
川棚を担う「人財」を
育むプロジェクト

本町における地域課題の研究や課題といった過程を長崎総合科学大学
生、川棚高校生、川棚中学生が一つのチームとして経験することで、次
世代を担う人財の育成を図る

〇

173 波佐見町 子育て・親育ち講座
子育てなどでお悩みの方を対象に、家庭教育や子育てについてテーマ
毎に数回開催する。大学の専門的な見識と知識をもって、楽しく勉強で
きる機会をつくる。

〇

174 小値賀町 しまなびプログラム
H26.2月に長崎県立大学と締結した包括連携協定に基づき、主にしま体
験教育プログラムにおける学生のフィールドワークの受入を行う。

〇総務課企画係

産業振興課

子ども・健康保険課

企画観光課
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175 佐々町
動脈硬化を中心とした
生活習慣病関連因子
の調査・研究

住民の健康増進を図るため、住民健診と連携して、大学の医師が動脈
硬化検診（調査票・血液検査・尿検査・頸動脈超音波検査など）を行い、
町民へ検査結果を返却・説明するとともに、関連因子を統計学的手法に
より解析し住民の健康増進に資する資料を作成する。

〇

176 佐々町 管理栄養士臨地実習

管理栄養士国家資格を取得するための実習として、管理栄養士養成施
設（大学）から依頼を受け、施設（大学）の実習要綱に沿って、住民への
身近なサービスとしての管理栄養士の役割や業務について学習してもら
う。

〇

177 佐々町 療育相談事業

子育てに悩む母親に対し、大学の臨床心理士が子育てに関する勉強会
を実施し、町職員に対しても、行動療法に基づく効果的な対応法を指導
していただく。
また、参加者の行動並びに子育て感の変化等についてアンケートを実
施し、データ等の積み上げも含め技法の効果を検証していきたい。

〇

178 佐々町 ５歳児健康診査

５歳児健康診査において、発達に関する専門的な医師、作業療法士、臨
床心理士による専門的な助言、指導並びに技術支援を実施していただく
ことで、町職員並びに関係機関職員（作業療法士・言語聴覚士）の健診
に係わる技術の向上、支援方法等についての検討を深めていき、今後
における療育体制の構築、拡充を図っていく。

〇

179 佐々町 療育専門相談
発達に支援が必要な子どもとその保護者に対し、身近な地域で定期的
な専門指導を受けられよう、療育部門に特化した相談事業を実施し、作
業療法士による専門的な助言、指導並びに技術支援をしていただく。

〇
多世代包括支援セン
ター

多世代包括支援セン
ター

多世代包括支援セン
ター

多世代包括支援セン
ター

多世代包括支援セン
ター
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180 佐々町

ヒト型ロボット・人工知
能を用いた5歳児スク
リーニングシステム開
発事業

発達障害児のスクリーニングの一貫性を保つためヒト型ロボット及び人
工知能を用いることで、発達障害児のスクリーニングシステムの有用性
を明らかにするため開発・研究を行う。

〇

181 佐々町
町立診療所への
診療応援事業

町立診療所の「もの忘れ外来」において、大学の精神神経科学・地域医
療学のスタッフが、地域の認知症や関連疾患について、診断・治療をす
ることで生活の支援を行う。

〇

182 佐々町
町立診療所への
診療応援事業

町立診療所の「小児発達専門外来」において、県の医師及び大学の作
業療法士スタッフが、発達障害について、検査・診断・治療をすることで
生活の支援を行う。

〇

183 佐々町
社会教育講座におけ
る講師派遣事業

教育委員会主催の社会教育講座（高齢者学級、女性学級、乳幼児を持
つ親のための学級等）において、県立大学の地域公開講座を活用し、講
師の招聘を実施している。

〇

184 佐々町
サポートティーチャー
募集

小中学校における学力向上対策として、自学中心の学習会を実施して
おり、その学習支援員（サポートティーチャー）として、大学の学生が教授
を行う。

〇教育委員会

多世代包括支援セン
ター

多世代包括支援セン
ター

多世代包括支援セン
ター

教育委員会
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185 佐々町
口石小学校サマース
クール

口石小学校において、夏休みの学習支援（算数）を実施し、参加児童の
学力向上を目的とする。

〇

186 新上五島町
磯焼け対策のための
実証実験

将来の漁業生産力の向上につなげるため、長崎大学に研究委託し、磯
焼け対策のための実証実験及び藻場再生適地探索を行う。

〇
有川町漁協
上五島町漁協

187 新上五島町
産官学三者包括連携
協定事業

長崎学院学生や地域との交流を通して地域経済の活性化及び地域社
会発展に寄与することを目的とし、イベント等を行う。

〇 十八親和銀行

188 新上五島町 「しまなび」プログラム
長崎県立大学の学生が県内の離島を訪れ、しまの生活や住民との交流
を通して実践的な体験学習を行う「しまなびプログラム」の連携市町とし
てフィールドワークにおける学生の受入、発表会等の支援を行う。

〇

教育委員会

水産課

観光商工課

みらい戦略課
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